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1子どもたちの笑顔が光った
だんち祭り 2クラフトの会は
団地外からも参加者が

宮﨑会長

2

さん出展していて、それぞれのブース
でハンドクラフト品も販売、見ている
だけでワクワクします。自家焙煎コー
ヒーやクラフトビール、インドカレー
やお好み焼きなどフード・ドリンクも
充実で、おなかも満足！　ステージで
はアコースティックバンドや、アコー
ディオンの弾き語りなど、雨に負けな
い力強さで会場を盛り上げます。演奏
を聴きながら、パンマルシェで買った
ス コ ー ン を 食 べ
ると雰囲気ばっ
ちり。にぎやかで
楽しい休日にな
りました。

陸上養殖施設見学会

大正クラフトライフマーケット

折り紙サークル「織り姫」

昭和レトロ復元住戸　一般公開

新多聞でエビを養殖してるって知っ
てましたか！？　私はイベントがある
と聞いてびっくり、「団地でエビを育て
るってどういうこと？」と見学会に参
加しました。養殖場はもともと診療所
だった2階建ての建物。閉鎖循環方式と
いって、水をきれいにしながら循環さ
せて水槽で飼育するので、排水がほと
んど出ず、場所を選ばず養殖できるん
だとか。エビだけじゃなくて、カワハギ

団地1階で、ワークショップやハン
ドクラフトの販売、パンマルシェなど
が行われるマーケットが開催されまし
た。当日はあいにくの雨模様となって
しまったのですが、屋根のあるところ
にお店が集まって、にぎやかな感じが
増して、むしろよかったかも？

藍染や廃材を使ったランプ作り、針
金アートなどのワークショップがたく

私たち「織り姫」は月に2回ほど集まっ
て、折り紙を使った作品作りをするサー
クルです。指先を使うことで、脳が活性
化し、認知症の予防になるんです。メン
バーは15人ほど。前からおうちで手作り
をしていた方が先生役になってみんな
に教えてくれます。毎回、季節の花やく
だもの、かざりなどを作成しています。

春にサクラを咲かせようと、年明けか
ら皆で少しずつ、サクラの花を折り始め
ました。皆で一回折るごとに確認しなが
ら進めていきますが、ついついおしゃべ
りに夢中になってしまって「ここどうす
るんやった？」と聞いてしまうのは毎度

の こ と。2
月中旬ごろ
か ら、団 地
集会所のエ
ントランス

1963年に建設された白鷺で、当時の設
備を復元した「昭和レトロ復元住戸」がな
んと一般公開されるというので、団地マニ
アの私は見学会に参加しました。東京に
ある「URまちとくらしのミュージアム」に
収蔵されるため、白鷺で見られるのは今
回がラストチャンスとのこと！

玄関のドアからして今と全然違いま
す。ノブは握り玉で、ドアスコープはなく、
のぞき窓がついています。ドアをくぐる
と、当時の雰囲気がそのまま伝わってき
ます。浴室に木製の浴槽が。湯を沸かすに
はガス式の風呂釜にマッチで火をつけま

す。キッチン
は板張りでフ
ローリングと
いうよりは古
い 学 校 の よ
うで、流し台

❶エサやりは自動で行われ、ほとんど人手が
かからないシステム
❷ �さっそく団地産のエビをいただきます！ ❶作品と一緒に記念撮影　❷おしゃべりし

ながらもどんどん作っていく皆さん

❶皆さん部屋のすみずみまで観察しています
❷木製の浴槽が目を引きます

❶ �近隣からも多くの方が集まりました
❷ �さまざまなワークショップが開催されて

いました

新多聞（神戸市垂水区）

千島（大阪市大正区）

中登美第 3（奈良県奈良市）

白鷺（堺市東区）

まど HP でも 
イベント情報掲載中

約 400 戸の平城左京は、近隣にこども園や小学校があ
り、比較的若い世代の世帯が多く暮らす団地です。昨年秋、
4 年ぶりに防災訓練＋プチだんち祭りを開催し、近隣の子
どもたちも参加してにぎわいました。

「当団地は規模が小さく、単独でイベントなどを開催し
づらい。地域協議会などと連携して、近くの総合福祉セン
ターのイベントを自治会発行の団地通信で紹介するなど、
住民の皆さんが地域で孤立しないよう心掛けしています」
と話すのは自治会長の宮﨑國雄さん。自治会では近隣の自
治会と協力して、通学児童の見守り活動を定期的に行い、

災害時避難行動要支援者や要配慮者などの見守り活動も
行っています。また、ハンドクラフトサークル「クラフト
の会」も主催。団地の環境美化活動は奈良住まいセンター
と連携して行っています。「住民の入れ替わりが多いので、
ゴミ出しルール等をよく把握していない方もおり、いつも
きれいで暮らしやすい団地環境を皆で作るために、ゴミ出
しルール等のチラシを全戸配布するなど啓発活動に力を入
れています」と宮﨑会長。「小さな自治会ですが、できる
ことをコツコツ積み重ねて、住民の皆さんの日々の暮らし
を守っていきたい」と話してくれました。

いつもキレイで暮らしやすい団地へ

Su mi yo i Da Gu ran chi Shi

平城左京（奈良県奈良市）
約1500戸の当団地は、比較的高齢者の割

合は高くなく、元気な人がたくさんいらっ
しゃる印象です。2023年11月に着任し、
1月にはちぎりアートを楽しむイベントを
開催。多くの住民の方に参加いただきまし
た。今後は体を動かすイベントも開催を予
定しています。

何か困ったことがあったときに、「この
人に話してみよう。ちゃんと話を受け止め
てくれる人だ」と思い出してもらうことが、
何より大切なアドバイザーの務めだと思っ
ています。だから、事務所まで来られた住民
の方のお話には、じっくりと丁寧に耳を傾

地域の情報とつながりを大切に

生活支援アド
バイザーを訪ねて生活支援アド
バイザーを訪ねて

団地暮ら団地暮らしのしのパパートートナナーー
南港ひかりの（大阪市住之江区）

小島さん

第 27回

実家暮らしだった2人が結婚を機
に団地に引っ越し。招待した友達
は声をそろえて「きれい！」「広い！」。
さらに家賃を伝えると、 「この広さ
で？！」「こんなにきれいなのに！」と驚
かれます。自慢のわが家です（笑）
（真美ケ丘6丁目　M.Y.さん）

団地周辺の光明池は自然豊かで、どこ
までも散歩距離を伸ばせるほど緑道がつ
ながっています。引っ越して5年、まだまだ未
踏の道もあり、お散歩好きの末っ子とチョ
ウチョウや花をめでながら日々歩いています
� （泉北鴨谷台3丁　T.S.さん）

ベランダからは飛行機と電車が見
えて、乗り物好きな息子は大興奮。
引っ越したばかりで不安はいろいろあ
るけれど、息子の喜ぶ姿を見るだけで
良い所に来たとうれしく思います　
� （アルビス緑丘　M.H.さん）

「まど」編集部に寄せられたお便りから、一言エピソードをお届けします。

採用者に図書カード（500円分）をプレゼント！
応募方法は7ページ下部をご覧ください。

みんなの生活シェアしよう！ 読者の皆さんから、暮らしの一コマを切り取った写真を大募集。
季節の花々、お部屋からの風景、家族と撮った1枚、
皆さんの思いが詰まった写真を紹介します。

おばあちゃんの誕生日にママと
初挑戦！楽しかった～♡

（アミティひらかた宮之阪　K.O. さん）

こんなに背が高いメタセコイヤが、
家の近くにあるなんて人生初体験。
感動です。

（千里青山台　K.A. さん）

今年も家族で一緒に見られて
幸せを感じます
� （星和台　T.I. さん）

念願のカメラを購入し、目に飛び込ん
できた団地内のマーク。かわいくて、
お気に入り
�（泉北パークヒルズ竹城台　M.T.さん）

今年もきれいに咲いてくれました
（ベルマージュ堺弐番館　T.H. さん）

両家じぃじばぁばを呼んでお誕生日
パーティーをしました╰ (*´ ︶ `*) ╯♡

（芦屋浜　M.I. さん）

春にサクラの下を歩ける
ことに感謝です
� （落合　R.H. さん）

団地の中に、つくしがいっぱい
� （総持寺　T.A. さん）

写しきれないほどたくさん！

サクラから元気を

HAPPY BIRTHDAY ！

やヒラメも養殖していたんだって。
養殖場は大きなビニールプールのよ

うな水槽がいくつもあって、その中を
ただようたくさんのエビ、エビ、エビ。
なんとここで育ったエビが神戸阪急で
販売されたこともあるそう。見学会の
後は、新多聞産のエビを使ったお弁当
をいただきました。身が大きく引き締
まっていて、普段食べているエビより
おいしかったかも！？　近くを通るた
びに「元気に育つんやで」と心の中で応
援してしまいそ
うです。

に、本物のサクラの枝を用意してもらっ
て、ちょっとずつ完成した花を飾り付け
ていくと、3月にはサクラが満開になり
ました。よくよく観察してみると、一つ
一つの花に折った人の個性が出ていて、
見ていて飽きないんです。これからも
折って楽しい、見て楽しい作品作りを皆
さんと続けていきたいです。

レポーター：
K.K.さん

レポーター：
R.T.さん

レポーター：I.M.さん

レポーター：T.K.さん

3月9日

3月23日

3月22日

4月20日

は髙島屋が納品したものだそう。その他の
建具もほとんど木製で、ここまで当時の状
態が残っているのは貴重。博物館に収蔵
されるのもうなずけます。他の見学者の方
は「おばあちゃんが暮らしていた」「むかし
白鷺に住んでいた」とかつての団地暮らし
に思いをはせているようでした。

皆さまから素敵なお写真をお待ちしています。応募方法は 7ページの下部をご覧ください。募集中!

けることを心掛けています。また、さまざま
な相談に対応できるように、地域包括支援
センターや社会福祉協議会などが参加する
地域ケア会議などに出席して、情報の収集
やつながりをつくるようにしています。

困ったことがあっても、なかなか行政や
地域包括支援センターなどに直接相談に行
くのはためらう方が多いもの。悩みがあれ
ば、まず事務所に相談に来てみてください。
長く、不自由なく日々の生活を送るお手伝
いができるよう、皆さんに頼られる存在を
目指して頑張ります！

雨に負けず、大盛況

手先を使って、いつまでも元気に！

60 年前の団地が見られる！？

団地でエビの養殖！？

初めてのケーキ作り！

大迫力！

今年もきれいに咲いた！

のどかな春

子どもと団地の公園で遊んでいると、
砂場で小さなシャベルとバケツを持って、
楽しそうに砂を掘り始めてほっこり。その
後、私も一緒にお城を作ることに。時間
を忘れる楽しいひと時で、子どもの笑顔
がとてもかわいかったです
�（東山台ハイツ　Y.T.さん）

記念すべき1枚目！

2024年（令和6年）6月 2024年（令和6年）6月


